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研究成果概要 
 
図１の様にパルサーPSR B1706-44 近辺からの 0.3
度程度に広がったガンマ線天体を発見した。これは

後に HESS によって追確認された。現在のところ

観測的にも理論的にもこのガンマ線放射がパルサ

ーに起因しているのかどうか不明である。 
HESS グループによって発見されたガンマ線天体

HESS J1614-518 を追確認し（図２）ガンマ線放射

のメカニズムに対する検討を行った。 
他にも SS433、銀河団からのガンマ線放射の上限値

を求め報告した。 
また過去の CANGAROO-I による観測に間違いが

あり、訂正の論文を ApJ に報告した。 
将来計画に関しては世界的に進行中の CTA（チェ

レンコフ・テレスコープ・アレイ）計画に参画し焦

点面検出器のための高量子効率光電子増倍管の

R&D を行った。CTA 推進のための日本グループの

組織も結成した（CTA-JAPAN）。 

 
図１：PSR B1706-44 近辺からの

広がったガンマ線 

 
図２：HESS J1614-518 からのガ

ンマ線 
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